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第１日

解 答
８ ２５ ６４ ９０４ 金 水 ２８宗 就 州 修 愁① ② ① ②１７

９９ ７ ５６７ ６ ３９.５ ３.５ ７拾 洲 秀 秋 終① ② ① ②
７０ ８ １６

１５０ ２０００ ２０ ２.５ １.５繍 習 臭① ② ① ②

解 説
６６×Ｘ＋３５×Ｙ＝３８９０(円)で，Ｘは５の倍数，Ｙは偶数。→かきは(６６×５＝)３３０円単位で，みかん就

は(３５×２＝)７０円単位で買います。Ｘ＝５×ａ，Ｙ＝２×ｂとすると，３３０×ａ＋７０×ｂ＝３８９０→３３

×ａ＋７×ｂ＝３８９ ですから，３８９÷３３＝１１あまり２６→１０あまり５９→９あまり９２→……→５あまり

２２４，ａ＝５，ｂ＝(２２４÷７＝)３２となりますから，Ｘ＝２５……①，Ｙ＝６４……②

÷１７で３余る→{３，２０，３７，……}，÷１３で７余る→{７，２０，３３，……}より，共通する数は，２０州

＋２２１(１７と１３の最小公倍数)の倍数 ですから，３けたの最大値は，２０＋２２１×４＝９０４

① ３０÷７＝４あまり２(土・日)または(日・月)→４月に必ず４回ある曜日は，火・水・木・金です。修

このとき，５月１日は月または火曜日ですから，３１÷７＝４あまり３(月・火・水)または(火・水・木)→５月

に必ず４回ある曜日は，金・土・日 となります。両方の条件を満たすのは，金曜日だけです。

② ７月の最後の３日間の曜日について調べると，３１÷７＝４あまり３→この３日間に日曜日が入らないので，

８月１日は木・金・土・日のいずれか。→８月１日が木曜日なら，５回あるのは木・金・土

金曜日 金・土・日

土曜日 土・日・月

日曜日 日・月・火

よって，ここに必ず含まれないのは，水曜日のみです。

１ １ １： ： ＝４：７：１０ より，１日あたりの仕事量は，Ａ＋Ｂ＝４，Ａ＋３Ｂ＝７，２Ａ＋５Ｃ＝１０愁 ３５ ２０ １４

→１日あたり Ａ＝２.５，Ｂ＝１.５，Ｃ＝１，全体の仕事量＝１４０，１４０÷(２.５＋１.５＋１)＝２８(日)

０秒 １秒 ２秒 ３秒拾

１ → ４ → ７ →１０ →……（÷３で１余る番号）

１０１÷３＝３３あまり２ →×，２０２÷３＝６７あまり１ →○ したがって，６７秒後です。

１ ３ ３ ５ ２ ７① １回目： １ → ２ → → ２回目： → → →洲
２ ２ ２ ２ ５ ５

７ １２ ５ １７ １７ ２９ １２ ４１３回目： → → → ４回目： → → →５ ５ １２ １２ １２ １２ ２９ ２９

４１ ７０ ２９ ９９
５回目： → → →２９ ２９ ７０ ７０

② 分母は次のように変化します （２→５→１２→２９→７０→…）。

（ｎ－２）回目 （ｎ－１）回目 ｎ回目

ａ → ｂ → ２×ｂ＋ａ

したがって，６回目以降は，１６９→４０８→９８５→２３７８→５７４１→１３８６０

１回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回

右の図のようになりますから，秀

８×８＝６４，(６４＋３×５)÷２＝３９.５( )或
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四角形ＡＢＥＤにおいて，○＝ａ°，●＝ｂ°とすると，秋

２×ａ＋２×ｂ＋９０＝３６０ → ａ＋ｂ＝１３５°

→ 角ＢＥＤ＝４５°

三角形ＢＣＤは直角二等辺三角形ですから，

２×２－１×１÷２＝３.５( )或

① 三角形ＥＢＣは二等辺三角形→ＥＦは底辺ＢＣの垂直二等分線終

したがって，三角形ＦＥＣと三角形ＡＢＣは相似とわかります。

３辺の比は３：４：５ですから，

１ １ ７ＥＣ＝２．５÷４×５＝３―(㎝)→ＡＥ＝４－３ ＝ (㎝)８ ８ ８

７
② 五角形ＡＢＣＤＥ＝三角形ＡＢＥ＋三角形ＢＣＤ＝ ×３８

５÷２＋３×４÷２＝７ ( )或１６

容器は右の図のような２つの三角柱を組み合わせた立体になります。繍

① ２０×１５÷２＝１５０( )或

② ２０×１５÷２×１０＝１５００( )安

１０×５÷２×２０＝５００( )安

１５００＋５００＝２０００( )安

この立体を上から見ると右の図のようになります。この立体は，習

底面が正六角形ＡＢＣＤＥＦである六角柱から，底面が三角形ＡＢＣ

である三角すい６個分を引いたものですから，

１６×５－１×５× ×６＝２０( )安
３

① (８０＋２０)÷４０＝２.５(分)臭

② 円板Ｂの中心は，右の図のように，

３０×２＝６０(㎝)

動きますから，

６０÷４０＝１.５(分)
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